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彫 刻

正面

虹 梁 の 龍 正 面 向 拝 （社 殿 の 正 面 に 突き出 た構 造 物 ）の 虹 梁 （虹 の ようにや や

弓な りに曲 が って いる部 分 ）の 上 に横 た わ る龍

す ぼ らしい 物 だが
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屋 根 下 の 彫 刻

こ の 先 を木 鼻 と云 い彫 刻 を施 す

木 鼻 の 彫 刻

屋 根 下 より戯 麟 （キリン） 向 拝 柱 上 の麟 勝 は 中 国 神 話 の 伝 説 上 の 動 物 で鳳 鳳 と並 ん で

獣 類 の 長 とされ 、秀 でた 才能 を示 す 子 供 の ことを麒 麟 児 などと云う

摸 （ハり） 第 3手 は 中国 の 伝 説 の 生 き物 で悪 夢 を見 た後 にこの 夢 「摸 」に上 げ ま

す と唱 えると2度 と同 じ夢 は見 な いです む という

龍 第 2手 は 中国 の 神 話 で荘 厳 にす るた め に複 雑 lこした竜

唐 獅 子 肘 禾 第 1手 木 鼻 に は ライオンを基 こ東 アジアで 形 象 化 され た工 芸 上

の 生 き物
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床 上 の 彫 刻 両 袖 障 子 の 透 か し 彫 り の 彫 刻

福 録 寿 七 福‾神 の 一 人 で 幸 福 （子 供 に 恵 ま れ る ）、封 録 （財 産 ）、長 寿 （健 康

を 伴 う 長 寿 ）の 三 つ の 幸 せ を か な え る
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床 下 の 彫 刻 三 万 九 面 に わ た って 、唐 子 が 遊 戯 して い る 場 面 、ま た 唐 獅 子 や 竜 王
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ど の 動 き な ど 表 現 す る 爪 等 、ほ とん ど 破 損 す る こ とな く残 っ て い る 。
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宝 珠 を 持 つ 竜 竜 の 彫 物 は 全 部 で 2 5体 あ り 、そ の 中 に 玉 を 持 っ た 竜 が お り、こ れ l
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触 っ て お 参 りす れ ば 健 康 で 幸 せ に な る と云 わ れ て い る 。
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「気 」に つ い て こ の 付 近 で r 気 」を 感 じる 人 が 沢 山 い る 。

昔 の 村 人 も 今 で 云 う 「気 」を 感 じて 、こ こ に 立 派 な お 宮 を 建 立 しよ うと

した の で は な い か 、そ うで な け れ ば 1 4 7 人 だ け の 貧 しい 農 民 だ け で

後 世 に 残 せ る 立 派 な も の を 建 て た こ との 説 明 が つ か な い 。

別 名 い つ の 間 に か 規 模 は 小 さ い な が ら 日 光 東 照 宮 に 比 べ られ 伊 那 日 、光

と呼 ば れ る 。

年 表

南 北 朝 時 代 （1 3 3 6 1～ 1 3 9 2 ） この 時 期 に は 原 形 は あ っ た

宝 暦 9 年 ～ 1 3 年 現 在 の 熱 田 社 矧壇立

明 治 2 1年 覆 屋 の 改 築

昭 和 1 1年 舞 宮 移 築

平 成 元 年 8 月 1 4 日 県 宝 指 定

■平 成 5年 1 2 月 9 日 国 の 重 要 文 化 財 指 定

平 成 1 5 年 ～ 1 6 覆 屋 の 屋 根 の 葺 き 替 え 、本 殿 一 部 改 修 、彫 刻 の 補 色




